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高橋悟, 池田享司, 金一和*, 白石不二雄*, (2003) : 酵母 Two-Hybrid アッセイ法による中国・瀋陽市と岩手
県内河川の比較. 第12回環境化学討論会, 新潟市, 2003年6月25日－27日.
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木陽子*, 花田喜文*,樋口雅之*, 谷崎定二*, 鈴木茂*, (2003) : LC/MSによる化学物質分析法の基礎的検討
（15）. 第12回環境化学討論会, 新潟市, 2003年6月25日－27日.
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田辺顕子*, 川田邦明*, 田原るり子*, 近藤秀治*, 佐々木和明, 齋藤憲光, 長谷川敦子*, 上堀美知子*, 今村
清*, 奥村為男*, 古武家善成*, 中野武*, 劍持堅志*, 浦木陽子*, 森脇洋*, 山口之彦*, 福島実*, 張野宏也*,
先山孝則*, 花田喜文*, 樋口雅之*, 谷崎定二*, 鈴木茂*, (2003) : LC/MSによる化学物質分析法の基礎的検討
（16）. 第12回環境化学討論会, 新潟市, 2003年6月25日－27日.
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先山孝則*, 花田喜文*, 樋口雅之*, 谷崎定二*, 鈴木茂*, (2003) : LC/MSによる化学物質分析法の基礎的検討
（18）. 第12回環境化学討論会, 新潟市, 2003年6月25日－27日.

小沢慶一, 池田享司, 永井勝*, 吉田敏裕, 高橋悟, 佐藤利次*, 齋藤憲光, (2003) : シイタケラッカーゼによ
る環境ホルモン物質の減少. 第6回環境ホルモン学会, 仙台市, 2003年12月2日－3日.

Yi-he Jin*, Kazuaki Sasaki, Norimitsu Saito, Kouji Harada*, Akio Koizumi*, (2003) : Current

Perfluorooctane Sulfonate Pollution in Aquatic Environment of China. The 6
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Japan Society of Endocrine Disrupters Research, Sendai, 2003年12月2日－3日.

安部隆司, 八重樫香,佐々木和明, 高橋悟, 齋藤憲光, (2003) : コリジョン型ICP-MSによる環境水中の金属分
析への適応性. 第30回環境保全・公害防止研究発表会, 徳島市, 2003年10月30日

原田浩二*, 佐々木和明, 齋藤憲光, 吉永侃夫*, 小泉昭夫*, (2003) : 国内河川・湾のペルフルオロオクタン
酸(PFOA)汚染の調査と様相. 第43回近畿産業衛生学会, 西宮市, 2003年11月8日

工藤浩,千葉紀穂,地域における家庭のエネルギー消費実態.第30回環境保全・公害防止研究発表会,徳島,2003年
10月30日－31日.

小澤洋一,里地の淡水魚類相～特に希少種の生息状況について～．平成14年度AFR（岩手農林研究評議会）事業
成果報告会，北上市，2003年８月１日

前田　琢 : 水田の広さと鳥の利用：狭い谷戸田と広い平地水田は異なるか. 2003年度日本鳥学会大会自由集
会：田んぼで鳥の生態学（第2回）, 弘前, 2003年9月19日

工藤雅志（2003）・岩手県におけるツキノワグマの捕獲状況及び被害発生状況の解析・日本哺乳類学会・盛岡
市・2003.9.20-23

工藤雅志（2003）・岩手県におけるツキノワグマの保護管理状況について・自然系調査研究機関連絡会議・金
沢市・2003.10.16-17

高橋直,間山秀信,千葉紀穂,岩手県八幡平地域における酸性霧調査,岩手公衆衛生学会学術集会,盛岡市,2004年2
月14日

山内貴義，小泉透*，矢部恒晶*，阿久津仁美*，森裕司*，雄ニホンジカにおける糞中テストステロンとコルチ
ゾル濃度の年周変化，第9回日本野生動物医学会大会・琉球大学（2003年6月）

山内貴義，工藤雅志，小澤洋一，阿久津仁美*，岩手県における野生哺乳類（ツキノワグマ・ニホンジカ）の生
息分布状況，日本哺乳類学会2003年度大会・岩手大学（2003年9月）

工藤雅志，山内貴義，岩手県におけるツキノワグマの捕獲状況及び被害発生状況の解析（北奥羽地域個体群と
北上高地地域個体群の比較），日本哺乳類学会2003年度大会・岩手大学（2003年9月）

齋藤正恵*，山内貴義，岡輝樹*，青井俊樹*，辻本恒徳*，ツキノワグマの食痕からのDNA抽出法の検討，日本哺
乳類学会2003年度大会・岩手大学（2003年9月）

高井博司・川村宏*，マイクロ波散乱計データを用いたヤマセ時の海上風分布に関する研究（２）－アメダス日
気温偏差と海上の風向・風速との関係－，日本気象学会2003年度春季大会・つくば（2003年5月）

高井博司・川村宏*，マイクロ波散乱計データを用いたヤマセ時の海上風分布に関する研究（３）－東北地方全
域の気温変動と海上の風向・風速との関係－，日本気象学会2003年度秋季大会・仙台（2003年10月）

６　岩手県環境保健研究センター公開研究発表会

発表者・題目

佐藤　直人：県内河川におけるクリプトスポリジウム及びジアルジアの検出状況

佐藤　　卓：感染症情報の解析とその情報発信

小野　正文：ＨＡＣＣＰによる食品への異物混入防止策

佐々木　陽：室内空気中の化学物質の実態

高橋　　悟：バイオアッセイ法による環境ホルモン調査

小沢　慶一：異性体組成から推定したダイオキシン類の起源

前田　　琢：イヌワシ類の保全

高井　博司：広域的ヤマセ現象の解明
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